
６
月
19
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
、
区
議

会
第
二
回
定
例
会
が
行
わ
れ
、
22
日
に
は
、

奥
村
あ
き
こ
議
員
が
日
本
共
産
党
区
議
団

を
代
表
し
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

違
憲
は
明
ら
か

安
保
関
連
法
案
に
反
対
を

安
倍
政
権
が
、
今
国
会
に
提
出
し
た
、

日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
す
る
国

に
つ
く
り
変
え
る
「
安
保
関
連
法
案
」
に

つ
い
て
、
奥
村
議
員
は
、
区
長
自
身
の
見

解
を
は
っ
き
り
示
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
区
長
は
法
案
に
理
解
を
示
し
、

最
後
に
は
「
憲
法
は
残
っ
た
け
れ
ど
国
が

滅
び
た
で
は
い
け
な
い
」
と
憲
法
軽
視
の

発
言
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
（
奥
村
）
安
保
関
連
法
案
は
違
憲
で
は
。

Ａ
．
（
区
長
）
憲
法
と
整
合
性
は
保
た
れ
て

い
る
。

Ｑ
．
政
府
の
国
民
へ
の
説
明
は
十
分
か
。

Ａ
．
専
門
的
で
分
か
り
に
く
い
こ
と
は
承

知
。
国
の
責
任
で
決
定
さ
れ
る
も
の
。

Ｑ
．
子
ど
も
た
ち
を
戦
場
に
送
ら
な
い
た

め
法
案
に
反
対
を
表
明
す
べ
き
で
は
。

Ａ
．
法
案
は
安
全
保
障
の
あ
り
方
を
問
う

も
の
。
国
会
で
審
議
さ
れ
る
も
の
。

オ
ス
プ
レ
イ
横
田
基
地
配
備
撤
回
を

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
事
故
が
相
次
ぐ
垂

直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
を
、
２
０
１
７

年
以
降
横
田
基
地
に
新
た
に
配
備
す
る
方

針
を
日
本
政
府
に
通
報
し
ま
し
た
が
、
そ

の
直
後
の
５
月
17
日
に
は
ハ
ワ
イ
・
オ
ア

フ
島
で
ま
た
も
墜
落
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

奥
村
議
員
は
、
国
民
の
命
や
安
全
よ
り

も
ア
メ
リ
カ
の
言
い
分
を
優
先
さ
せ
る
日

本
政
府
の
姿
勢
を
批
判
し
、
低
空
飛
行
や

夜
間
訓
練
な
ど
の
危
険
を
首
都
圏
を
は
じ

め
全
国
に
広
げ
る
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
問

題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
危
険
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

Ａ
．
国
は
特
に
危
険
と
考
え
る
根
拠
は
見

い
だ
せ
な
い
と
し
て
い
る
。

Ｑ
．
今
後
、
中
央
区
上
空
を
飛
行
し
な
い

保
証
は
な
い
。
他
の
首
長
と
も
連
携
し
配

備
撤
回
の
声
を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

Ａ
．
日
米
同
盟
に
よ
る
抑
止
力
・
対
処
力

の
向
上
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
安
定

に
資
す
る
と
国
が
判
断
し
配
備
す
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

子
育
て
世
代
の
声
を
集
め
提
案

奥
村
議
員
は
、
同
じ
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望

に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
５
月
29
日
現
在
で
４
２
８
人
と
な
っ

て
い
る
認
可
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
の

た
め
、
認
可
保
育
所
の
増
設
を
。

Ａ
．
認
可
保
育
所
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

地
域
型
保
育
事
業
、
認
証
保
育
所
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
解
消
を
図
る
。

Ｑ
．
学
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
を
。

Ａ
．
プ
レ
デ
ィ
と
連
携
し
な
が
ら
、
放
課

後
の
居
場
所
を
確
保
す
る
。

Ｑ
．
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
気
軽
に
使
え

る
集
会
場
の
整
備
を
。

Ａ
．
既
存
の
公
共
施
設
に
加
え
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
集
会
室
等
も
含
め
有
効
利
用
の
た
め

の
情
報
交
換
が
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
、

場
の
提
供
を
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
．
江
戸
バ
ス
の
逆
ル
ー
ト
運
行
を
。

Ａ
．
新
た
な
車
両
の
導
入
経
費
な
ど
の
課

題
が
あ
り
実
施
は
難
し
い
と
考
え
る
。

Ｑ
．
佃
地
域
に
新
た
に
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

の
整
備
を
。

Ａ
．
限
ら
れ
た
公
園
の
中
で
様
々
な
公
園

施
設
も
必
要
。
余
裕
が
で
き
た
ら
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

Ｑ
．
子
ど
も
た
ち
の
受
動
喫
煙
防
止
を
。

Ａ
．
通
学
路
や
子
育
て
施
設
周
辺
の
道
路

点
検
を
通
じ
て
指
導
・
要
請
を
行
う
。

※
全
質
問
は
区
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
音
声
で

お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。
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【
質
問
事
項
】

一
．
安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て

二
．
オ
ス
プ
レ
イ
横
田
基
地
配
備
に
つ
い
て

三
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

四
．
有
料
化
さ
れ
た
区
立
駐
輪
場
に
つ
い
て

五
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質問をする奥村あきこ議員

副
区
長
は
一
人
体
制
で
十
分

副
区
長
の
選
任
同
意
に
反
対

第
二
回
定
例
会
最
終
日
に
「
中
央
区

副
区
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
」
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
、
退
任
す
る
小
泉
典
久

副
区
長
の
後
任
と
し
て
齋
藤
進
氏
を
選

任
し
、
「
副
区
長
二
人
体
制
」
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
私
は
、
党

区
議
団
を
代
表
し
て
反
対
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

23
区
の
中
で
、
二
人
副
区
長
体
制
は

中
央
区
を
含
め
13
区
で
、
現
在
、
10
区

は
一
人
副
区
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

口
14
万
人
の
中
央
区
で
、
二
人
副
区
長

は
過
剰
な
体
制
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
副
区
長
の
給
料
は
退
職
手
当
を

ふ
く
め
、
勤
続
４
年
で
一
人
に
約
８
千

万
円
で
す
。
私
は
、
区
の
財
政
の
面
か

ら
も
是
正
が
必
要
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

中
央
区
に
お
い
て
、
１
９
８
８
年
か

ら
３
期
12
年
間
に
、
２
人
目
の
副
区
長

ポ
ス
ト
に
交
代
で
就
い
た
の
は
い
ず
れ

も
東
京
都
の
都
市
再
開
発
関
連
部
局
の

幹
部
職
員
で
、
臨
海
副
都
心
計
画
と
臨

海
幹
線
道
路
計
画
な
ど
を
、
都
の
「
上

位
計
画
」
に
そ
っ
て
中
央
区
で
推
し
進

め
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
以
降
は

「
天
下
り
」
ポ
ス
ト
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
二
人
副
区
長
制
の
も
と
で
、

「
都
市
再
生
」
の
名
に
よ
る
大
企
業
中

心
の
大
規
模
再
開
発
路
線
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
体
制
を
見
直
し
、
副
区
長

は
一
人
体
制
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た

が
、
他
会
派
の
賛
成
多
数
で
二
人
区
長

制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区議団団長

おぐり智恵子



６
月
26
日
の
環
境
建
設
委
員
会
で
、

勝
ど
き
東
地
区
の
再
開
発
計
画
に
関

す
る
条
例
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
朝
潮
運
河
と
新
月

島
川
に
面
し
た
勝
ど
き
二
丁
目
と
四

丁
目
に
ま
た
が
る
約
３
・
９
㏊
の
地

域
に
、
想
定
戸
数
約
３
０
２
０
戸
と

な
る
１
９
５
ｍ
、
１
６
５
ｍ
、
１
０

６
ｍ
の
超
高
層
ビ
ル
３
棟
（
左
図
）

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

住
民
よ
り
も
企
業
に
利
益
が

当
該
敷
地
の
多
く
を
占
め
る
の
は
、

工
場
や
倉
庫
、
事
業
所
で
あ
り
、
地

権
者
の
ほ
と
ん
ど
が
法
人
で
す
。

莫
大
な
税
金
投
入
と
区
道
廃
止
や

容
積
率
の
上
乗
せ
で
可
能
に
な
る
巨

大
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

利
益
は
、
住
民
よ
り
も
企
業
に
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

２
方
向
が
水
面
の
行
き
詰
ま
り

計
画
地
は
、
南
東
側
と
南
西
側
は

水
面
に
、
北
西
側
と
北
東
側
は
住
宅

地
域
に
接
す
る
行
き
詰
ま
り
で
す
。

車
が
幹
線
道
路
で
あ
る
清
澄
通
り

や
晴
海
通
り
に
出
る
た
め
に
は
、
住

宅
地
域
の
狭
い
区
道
を
通
過
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
、
事
故
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
超
高
層
建
築
物
に
よ

る
日
照
被
害
や
ビ
ル
風
な
ど
に
よ
る

周
辺
住
民
へ
の
被
害
も
十
分
想
定
さ

れ
ま
す
。

計
画
一
部
見
直
し
…
見
通
し
た
た
ず

区
の
説
明
で
は
、
工
事
費
高
騰
な

ど
の
影
響
を
う
け
、
計
画
は
１
年
遅

れ
て
お
り
、
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
「
見
通
し
が
立

た
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
指

摘
し
、
計
画
が
不
明
確
で
合
意
も
不

十
分
な
中
で
の
採
決
は
許
さ
れ
な
い

と
述
べ
、
条
例
「
改
正
」
に
反
対
し

ま
し
た
。

選
手
村
と
な
る
「
（
仮
称
）
晴

海
五
丁
目
西
地
区
計
画
」
都
市

計
画
の
手
続
き
は
じ
ま
る

6
月
11
日
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
特
別
委

員
会
」
で
、
選
手
村
と
な
る
「
（
仮

称
）
晴
海
五
丁
目
西
地
区
」
の
都
市

計
画
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
地
元
な
ど
へ
の
説
明
が
は

じ
ま
る
と
と
も
に
、
都
は
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

計
画
概
要

☆
開
発
の
目
標

①
多
様
な
人
々
が
交
流
し
、
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

②
水
辺
に
囲
ま
れ
た
立
地
特
性
を

生
か
し
た
、
魅
力
的
な
空
間
作
り

③
自
然
災
害
へ
の
防
災
対
応
力
を
高

め
た
複
合
市
街
地
の
形
成

☆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月

都
市
計
画
原
案
の
公
告
・

縦
覧

８
月
28
日

都
民
の
意
見
を
聞
く
会

９
月

都
市
計
画
案
の
公
告
・
縦
覧

10
月

中
央
区
都
市
計
画
審
議
会

11
月

東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

12
月

都
市
計
画
決
定
告
示

２
０
１
７
年
1
月
着
工

今
回
、
示
さ
れ
た
「
配
置
図
」

（
下
図
）
は
、
以
前
、
都
が
示
し
た

住
宅
棟
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
そ

の
ま
ま
で
、
選
手
村
と
し
て

は
使
わ
な
い
不
要
な
50
階
建

て
の
超
高
層
タ
ワ
ー
住
宅
棟

（
丸
で
囲
ん
だ
部
分
）
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

※
高
さ
１
８
０
ｍ
50
階
建
て

の
超
高
層
タ
ワ
ー
住
宅
棟
２
棟

（
３
７
５
０
戸
）
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終

了
後
に
着
工
し
ま
す
。

都
民
の
財
産
で
あ
る
都
有

地
を
使
っ
て
、
開
発
業
者
や

ゼ
ネ
コ
ン
等
の
大
企
業
は
ど

れ
ほ
ど
の
利
益
を
手
に
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

無料法律・生活相談会

隔週火曜日午後３時～

◎予約が必要です。

事前にご連絡ください。

区議会控室

(3546）5563

地区委員会

(3551)6820

ゆ
き
づ
ま
り
つ
つ
あ
る
「
再
開
発
計
画
」

―
見
通
し
た
た
ぬ
「
勝
ど
き
東
地
区
」
開
発
計
画
―

東京オリンピック・
パラリンピック対策
特別委員会委員

加藤ひろし

環境建設委員会委員

志村たかよし

「
安
保
関
連
法
案
（
戦
争
法
案
）
の
慎
重
審

議
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
す
る
も
実
ら
ず

今
定
例
会
に
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

「
今
国
会
に
お
け
る
『
安
全
保
障
関
連
法
案
』

の
採
決
を
見
送
り
、
慎
重
な
審
議
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

幹
事
長
会
で
取
扱
い
を
審
議
し
た
結
果
、

自
民
党
は
「
憲
法
９
条
違
反
で
は
な
い
」
、

公
明
党
は
「
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の

法
整
備
」
と
主
張
、
民
主
党
は
「
こ
の
案
に

は
若
干
の
り
き
れ
な
い
」
と
し
、
賛
成
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
維
新
の
党
は
「
文
面
を
何
回

も
読
ん
だ
。
事
実
に
基
づ
い
て
書
い
て
あ
る
」

と
賛
成
し
ま
し
た
。

中
央
区
議
会
は
、
全
会
派
一
致
で
な
け
れ

ば
意
見
書
は
本
会
議
に
提
出
し
な
い
ル
ー
ル

が
あ
る
の
で
、
こ
の
意
見
書
は
実
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

勝どき東地区の完成イメージ図（区の資料より）

清掃工場

学校を含む
複合施設建設
予定地

客船ターミナル


